
  

 

【はじめに】 

冬の低温期にホウレンソウやコマツナを

露地で栽培すると、寒さで品質が低下する

ことがあります。一方、ハウス栽培では品質

が良くなりますが、経費がかかります。 

そこで、今回は簡易なハウスを設置して

冬の低温期でも品質の良い野菜を安定出荷

する栽培方法について紹介したいと思いま

す。なお、簡易ハウスは生産者の方が自分で

設置や撤去ができるような、軽量で簡易な

構造を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【簡易ハウスの構造】 

図１は、現時点で考えている簡易ハウス

の構造です。上の図はハウスを正面から見

たもので、間口３m、中央の高さは 1.8m と

なっています。パイプの太さは 19mmで、中

央部で接続するようにしています。 

下の図は横から見たもので、パイプの間

隔は 80cm、被覆資材はＰＯ（ポリオレフィ

ン）で厚さは 0.05mmです。ハウスの端は強

度を強くするため、斜めにパイプを設置し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易ハウスでの野菜栽培 
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図１ 簡易ハウスの構造 
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ハウスは直管パイプで支えていますが、

さらに、被覆資材のＰＯを土でしっかりと

抑えることによって強度が強くなるように

しています。 

 なお、直管パイプは毎年使用できますが、

被覆資材のＰＯは 1 年間の使用となります。 

 

【作業スケジュール】 

図２は一年間の作業スケジュールの例を

示したものです。簡易ハウスは冬の強風に

は対応できますが、台風の暴風では破損す

ることも考えられるので、台風シーズンが

過ぎた 11 月上旬ころに被覆するように考

えています。 

 真冬の低温期はハウスは閉めっぱなしの

状態となりますが、日差しが強くなるのに

ともない、被覆ＰＯに直径 12cm程度の穴を

開け、ハウス内の気温を調節するようにし

ます。なお、潅水の省力化のため、あらかじ

め潅水チューブを設置しておくと良いでし

ょう。 

 

 

 

【栽培品目】 

①冬野菜の栽培 

 ホウレンソウ・コマツナ・サニーレタス等

の品目があります。 

 例えば、ホウレンソウをハウス設置後す

ぐに播種すると、１2月末に収穫できます。

その後順次種を播いて春まで連続的に収穫

することができます。コマツナやサニーレ

タスも同様の栽培が可能と思います。 

②春からの栽培品目 

 ホウレンソウなどを収穫した後は、エダ

マメなどの早出し栽培ができます。さらに、

被覆資材を除去した後、パイプ資材を活用

してキュウリやゴーヤなどを栽培すること

もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

このような簡易なハウスでの栽培は和歌

山県内では数名の農家の方が取り組んでい

る程度です。簡単な構造のため、専業農家の

方はもとより、兼業農家や新規就農の方な

ど様々な担い手の方に推進することができ

ると思います。 

 今後、ＪＡの皆様と栽培方法等について

検討を重ね、簡易ハウスの普及に取り組ん

で参りたいと考えています。 

図２ 作業スケジュール 

図３ 葉菜類の栽培状況 
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図２ 作業スケジュール 


